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B03a すばる望遠鏡による Hubble Deep Field の狭帯域撮像観測
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すばる望遠鏡と近赤外線カメラ CISCO を用いて Hubble Deep Field の狭帯域 (2.122µm)/広帯域 (K ′-
band) 撮像観測を行なった。視野は 2 分角、露出時間はそれぞれ 156min/88min(2.122µm/K ′)、5σ の検出限
界は 21.5mag/23.5mag で、z=2.233 付近の Hα 輝線天体と z=3.238 付近の [Oiii] 輝線天体を各 2天体ずつ検出
することができた。また、過去の分光観測による赤方偏移から、z=2.233 付近の天体で Hα 輝線を全く出して
いないものも 1天体確認することができた。これらの結果から、輝線で見た銀河形成の歴史について、これまで
の UV での観測結果との比較を行なう。


